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mpls ip default-route
IPデフォルトルートに関連付けられたラベルの配信を有効にするには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで mpls ip default-routeコマンドを使用します。

mpls ip default-route

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト IPデフォルトルートのラベルの配信はありません。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali
16.3.1

使用上のガイドライン mpls ip default-routeコマンドを使用する前に、ダイナミックラベルスイッチング（つまり、
ルーティングプロトコルに基づくラベルの配信）を有効にする必要があります。

例 次に、IPデフォルトルートに関連付けられたラベルの配信を有効にする例を示しま
す。

Switch# configure terminal
Switch(config)# mpls ip
Switch(config)# mpls ip default-route

関連コマンド 説明コマンド

プラットフォーム用に通常ルーティングされるパスに

沿って IPv4パケットのMPLS転送が行われるようにし
ます。

mpls ip（グローバルコンフィギュ
レーション）

特定のインターフェイス用に通常ルーティングされる

パスに沿って IPv4パケットのMPLS転送が行われるよ
うにします。

mpls ip（インターフェイスコンフィ
ギュレーション）
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mpls ip（グローバルコンフィギュレーション）
プラットフォームの通常のルーテッドパスでの IPv4および IPv6パケットのマルチプロトコル
ラベルスイッチング（MPLS）転送を有効にするには、グローバルコンフィギュレーション
モードで mpls ipコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンド
の no形式を使用します。

mpls ip
no mpls ip

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト プラットフォームの通常のルーテッドパスでの IPv4および IPv6パケットのラベルスイッチ
ングは有効になっています。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali
16.3.1

使用上のガイドライン 通常のルーテッドパスでの IPv4および IPv6パケットのMPLS転送（ダイナミックラベルス
イッチングと呼ばれることもある）は、このコマンドによって有効になります。ダイナミック

ラベルスイッチングを実行するように指定されたインターフェイスには、そのインターフェイ

ス用およびプラットフォーム用にこのスイッチング機能がイネーブルになっていなければなり

ません。

このコマンドの no形式は、インターフェイスの設定に関係なく、すべてのプラットフォーム
インターフェイスのダイナミックラベルスイッチングを停止します。また、ダイナミックラ

ベルスイッチングのためのラベルの配信も停止します。ただし、このコマンドの no形式は、
ラベルスイッチパス（LSP）トンネルを介してのラベルの付いたパケットの送信には影響しま
せん。

例 次に、プラットフォームのダイナミックラベルスイッチングをディセーブルにし、プ

ラットフォームのすべてのラベル配信を停止させる例を示します。

Switch(config)# no mpls ip

関連コマンド 説明コマンド

関連付けられているインターフェイスの通常のルー

テッドパスでの IPv4および IPv6パケットのMPLS転
送を有効にします。

mpls ip（インターフェイスコンフィ
ギュレーション）
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mpls ip（インターフェイスコンフィギュレーション）
特定のインターフェイスの通常のルーテッドパスでの IPv4パケットおよび IPv6パケットのマ
ルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）フォワーディングを有効にするには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードでmpls ipコマンドを使用します。この設定を無効に
するには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls ip
no mpls ip

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト インターフェイスの通常のルーテッドパスで IPv4パケットおよび IPv6パケットをMPLSフォ
ワーディングする機能は無効になっています。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali
16.3.1

使用上のガイドライン 通常のルーテッドパスで IPv4パケットおよび IPv6パケットをMPLSフォワーディングする機
能は、ダイナミックラベルスイッチングとも呼ばれます。プラットフォームでダイナミック

ラベルスイッチングがイネーブルになっている場合、インターフェイス上でこのコマンドを実

行すると、ネイバー探索 HELLOメッセージの定期送信によりインターフェイスでラベル配布
が開始されます。インターフェイスを経由してルーティングされる宛先の出ラベルがわかって

いる場合、宛先のパケットにその出ラベルが付され、インターフェイスを経由してフォワー

ディングされます。

このコマンドのno形式を使用すると、インターフェイスを経由してルーティングされるパケッ
トはラベルなしで送信されます。また、インターフェイスのラベル配布も終了します。しか

し、このインターフェイスを使用するリンクステートパケット（LSP）トンネルを経由するラ
ベル付きパケットの送信が、コマンドの no形式による影響を受けることはありません。

例 次に、イーサネットインターフェイスでラベルスイッチングを有効にする例を示しま

す。

Switch(config)# configure terminal
Switch(config-if)# interface TenGigabitEthernet1/0/3
Switch(config-if)# mpls ip

次に、Cisco Catalystスイッチの指定された VLANインターフェイス（SVI）でラベル
スイッチングを有効にする例を示します。
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Switch(config)# configure terminal
Switch(config-if)# interface vlan 1
Switch(config-if)# mpls ip
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mpls label protocol（グローバルコンフィギュレーショ
ン）

プラットフォームのLabelDistributionProtocol（LDP;ラベル配布プロトコル）を指定するには、
グローバルコンフィギュレーションモードで mpls label protocolコマンドを使用します。デ
フォルト LDPに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls label protocol ldp
no mpls label protocol ldp

構文の説明 LDPをデフォルトのラベル配布プロトコルとすることを指定します。ldp

コマンドデフォルト LDPがデフォルトのラベル配布プロトコルです。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali
16.3.1

使用上のガイドライン global mpls label protocol ldpコマンドまたは interface mpls label protocol ldpコマンドのどちらも
使用されていない場合は、すべてのラベル配布セッションで LDPが使用されます。

例 次のコマンドは、LDPをプラットフォームのラベル配布プロトコルとして確立します。

Switch(config)# mpls label protocol ldp
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mpls label protocol（インターフェイスコンフィギュレー
ション）

インターフェイスのLabelDistributionProtocol（LDP;ラベル配布プロトコル）を指定するには、
インターフェイスコンフィギュレーションモードで mpls label protocolコマンドを使用しま
す。インターフェイスから LDPを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls label protocol ldp
no mpls label protocol ldp

構文の説明 LDPがインターフェイスで使用されるように指定します。ldp

コマンドデフォルト インターフェイスにプロトコルが明示的に設定されていない場合は、プラットフォームに設定

された LDPが使用されます。プラットフォームの LDPを設定するには、mpls label protocolコ
マンドを使用します。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali
16.3.1

使用上のガイドライン 2つのラベルスイッチルータ（LSR）を接続するリンクのラベル配布用のセッションを正常に
確立するには、LSRのリンクインターフェイスが同じ LDPを使用するように設定されている
必要があります。2つのLSRを接続する複数のリンクがある場合は、2つのLSRに接続してい
るすべてのリンクインターフェイスが同じプロトコルを使用するように設定されている必要が

あります。

例 次に、LDPをインターフェイスのラベル配布プロトコルとして確立する例を示します。

Switch(config-if)# mpls label protocol ldp
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mpls label range
パケットインターフェイス上のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）で使用でき
るローカルラベルの範囲を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードでmpls
label rangeコマンドを使用します。プラットフォームをデフォルトの設定に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

mpls label range minimum-value maximum-value [static minimum-static-value
maximum-static-value]
no mpls label range

構文の説明 ラベルスペースで許容される最小のラベルの値。デフォルトは16です。minimum-value

ラベルスペースで許容される最大のラベルの値。デフォルトはプラット

フォームによって異なります。

maximum-value

（任意）スタティックラベル割り当てに使用するローカルラベルのブ

ロックを予約します。staticキーワードと
minimum-static-valuemaximum-static-value引数を省略すると、スタティッ
ク割り当て用にラベルは予約されません。

static

（任意）スタティックラベル割り当ての最小値。デフォルト値はありま

せん。

minimum-static-value

（任意）スタティックラベル割り当ての最大値。デフォルト値はありま

せん。

maximum-static-value

コマンドデフォルト プラットフォームのデフォルト値が使用されます。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali
16.3.1

使用上のガイドライン ラベル 0 ~ 15は IETFによって予約されており（詳細については、RFC 3032「MPLSLabel Stack
Encoding」を参照）、mpls label rangeコマンドで指定する範囲に含めることはできません。コ
マンドに0を入力すると、コマンドが認識されなかったコマンドであることを示すメッセージ
が表示されます。

mpls label rangeコマンドで定義されたラベル範囲は、（ダイナミックラベルスイッチング、
MPLS、MPLSトラフィックエンジニアリング、MPLSバーチャルプライベートネットワーク
（VPN）などの）ローカルラベルを割り当てるすべてのMPLSアプリケーションによって使
用されます。

MPLSコマンド
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Label Distribution Protocol（LDP;ラベル配布プロトコル）などのラベル配布プロトコルを使用
して、16～ 1048575の汎用的なラベル範囲をダイナミック割り当て用に予約できます。

スタティック割り当て用にラベルを予約するには、オプションの staticキーワードを指定しま
す。MPLSスタティックラベル機能では、スタティック割り当て用のラベルの範囲を設定する
必要があります。スタティックバインディングは現在のスタティック範囲からのみ設定できま

す。スタティック範囲が設定されていないか、使い果たされている場合は、スタティックバイ

ンディングを設定できません。

ラベル値の範囲は、16～4096です。最大値のデフォルトは、4096です。たとえば、スタティッ
クラベルスペースを 16 ~ 100、ダイナミックラベルスペースを 101～ 4096のように分割す
ることができます。

最小スタティックラベル値の上限と下限がヘルプラインに表示されます。たとえば、ダイナ

ミックラベルの最小値を 16、最大値を 100に設定すると、ヘルプラインには次のように表示
されます。

Switch(config)# mpls label range 16 100 static ?
<100> Upper Minimum static label value
<16> Lower Minimum static label value
Reserved Label Range --> 0 to 15
Available Label Range --> 16 to 4096
Static Label Range --> 16 to 100
Dynamic Label Range --> 101 to 4096

この例では、スタティックを 16～ 100に設定できます。

下部の最小スタティックラベルスペースが使用できない場合、最小値の下限はヘルプライン

に表示されません。次に例を示します。

Switch(config)# mpls label range 16 100 static ?
<16-100> static label value range

例 次に、ローカルラベルスペースのサイズを設定する例を示します。この例では、最小

スタティック値が 200に、最大スタティック値が 4000に設定されています。

Switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch(config)# mpls label range 200 4000
Switch(config)#

現在の範囲に重複する新しい範囲を指定すると（たとえば、新しい範囲の最小スタ

ティック値を 16、最大スタティック値を 1000に設定する）、新しい範囲が即座に有
効になります。

次に、ダイナミックローカルラベルスペースの最小スタティック値を 100、最大スタ
ティック値を 1000に設定し、スタティックラベルスペースの最小スタティック値を
16、最大スタティック値を 99に設定する例を示します。

Switch(config)# mpls label range 100 1000 static 16 99
Switch(config)#
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リロード後に実行される show mpls label rangeコマンドの次の出力では、設定された
範囲が有効になっていることが示されます。

Switch# show mpls label range
Downstream label pool: Min/Max label: 100/1000
Range for static labels: Min/Max/Number: 16/99

次に、ラベル範囲をデフォルト値に戻す例を示します。

Switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch(config)# no mpls label range
Switch(config)# end

関連コマンド 説明コマンド

MPLSローカルラベルスペースの範囲を表示します。show mpls label
range
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show mpls label range
パケットインターフェイスで使用可能なローカルラベルの範囲を表示するには、特権 EXEC
モードで show mpls label rangeコマンドを使用します。

show mpls label range

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali
16.3.1

使用上のガイドライン mpls label rangeコマンドを使用して、デフォルトの範囲とは異なるローカルラベルの範囲を
設定できます。show mpls label rangeコマンドでは、現在使用中のラベル範囲と、スイッチの
次のリロード後に使用されるラベル範囲の両方が表示されます。

例 次に、最初のラベル範囲にオーバーラップしないラベル範囲を設定するために mpls
label rangeコマンドを使用する前と後で、 show mpls label rangeコマンドを使用した
場合の出力例を示します。

Switch# show mpls label range
Downstream label pool: Min/Max label: 16/100
Switch# configure terminal
Switch(config)# mpls label range 101 4000
Switch(config)# exit
Switch# show mpls label range
Downstream label pool: Min/Max label: 101/4000

関連コマンド 説明コマンド

ローカルラベルとして使用する値の範囲を設定します。mpls label
range
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